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仙北市バドミントン Jr. スポーツ少年団

三浦悠君、及川貴博君が上位入賞！

　第 17 回東北小学生バドミントン大会県予選が、８

月７日、能代市総合体育館を会場に開催されました。

　この大会には、生保内、西明寺、桧木内の各小学校

から 13 人が出場し、シングルスの部で４人が上位入

賞を果たしました。

　６年生以下男子シングルスの部では、菅 大我君（桧

木内小）が準優勝と活躍し、10 月８日から山形県で

行われる東北大会に出場することになりました。

上位入賞者（敬称略）

男子２年生　優勝　　三浦 悠（生保内小）

男子６年生　準優勝　菅 大我（桧木内小）

男子３年生　３位　

　及川 貴博（西明寺小）

女子３年生　３位　

　鈴木 怜奈（生保内小）

第 38 回東北総合体育大会馬術競技

市内選手、好成績を収める

　８月 27 日と 28 日、第 38 回東北総合体育大会馬

術競技が青森県十和田市で行われ、市内在住の選手が

好成績を収めました。

　上位の成績を収めた４選手は、10 月２日から開催

される山口国体に秋田県選手団として出場することに

なりました。

大会成績（敬称略）

三浦 裕芽子　成年女子馬場馬術競技　　　　１位

 　　　　　　成年女子標準障害飛越競技　　３位

阿部 大輔　　成年男子国体総合馬術競技　　４位

 　　　　　　成年男子馬場馬術競技　　　　２位

小澤 勝芳　　少年馬場馬術競技　　　　　　１位

藤村 香菜子　成年女子二段階障害飛越競技　１位

 　　　　　　成年女子標準障害飛越競技　　２位　

第 41 回大曲・仙北田沢湖一周駅伝競走大会・

第 16 回大曲仙北中学校田沢湖女子駅伝競走大会

中学生が田沢湖畔でたすきつなぐ

　８月 30 日、田沢湖畔で「第 41 回大曲・仙北田沢

湖一周駅伝競走大会」「第 16 回大曲仙北中学校田沢

湖女子駅伝競走大会」が行われ、それぞれ 31 チーム

が参加しました。

　男子（一周駅伝 20.6km）は千畑Ａが１時間７分

27 秒、女子（女子駅伝 12.6km）は千畑Ａが 44 分

８秒で優勝しました。

順位（市内中学校）

男子　3. 角館Ａ　7. 西明寺Ａ　9. 生保内Ａ

　　　12. 角館Ｂ　16. 神代Ａ　21. 桧木内

　　　27. 生保内Ｂ　28. 西明寺Ｂ　29. 神代Ｂ

女子　5. 角館Ａ　7. 生保内Ａ　17. 桧木内

　　　19. 角館Ｂ　24. 西明寺　27. 神代

　　　29. 生保内Ｂ

第６回仙北市ソフトテニス大会

21組が熱い戦いを展開

　８月 28 日、西明寺中学校テニスコートを会場に、

第６回仙北市ソフトテニス大会が行われ、21 組が熱

戦を繰り広げました。

大会成績（敬称略）

一部

優勝　　藺藤・仙葉ペア（西木ク）

準優勝　高橋・佐藤ペア（田沢湖ク・角館高）

第３位　斯波・高橋ペア（西木ク）

二部

優勝　　伊藤・高藤ペア（田沢湖ク）

準優勝　高橋・松田ペア（角館ク・田沢湖ク）

第３位　鈴木・進藤ペア（西明寺中）小澤選手：馬場馬術競技藤村選手：二段階障害飛越競技
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７
日
か
ら
９
日
未
明
に
か
け
、
角
館

祭
り
の
や
ま
行
事
で
、
張
番
さ
ん
巡
り

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
市
民
が

安
全
な
毎
日
を
過
ご
せ
ま
す
よ
う
に
、

所
得
が
上
が
り
ま
す
よ
う
に
…
」
な
ど
、

市
政
課
題
の
解
決
を
、
（
恥
ず
か
し
な
が

ら
）
神
様
に
お
願
い
し
て
歩
き
ま
す
。

副
市
長
・
教
育
長
も
一
緒
で
、
ワ
イ
ワ

イ
と
結
構
に
ぎ
や
か
で
す
。

　

こ
の
張
番
さ
ん
巡
り
、
実
は
相
当
な

体
力
勝
負
で
す
。
皆
さ
ん
ど
こ
で
も
御

神
酒
（
お
み
き
）
を
進
め
て
く
だ
さ
い

ま
し
て
…
、
全
部
飲
み
干
さ
な
い
と
神

様
は
願
い
事
を
聞
い
て
く
れ
な
い
よ
う

な
気
が
し
ま
す
。
言
わ
れ
る
が
ま
ま
に

杯
を
重
ね
、
こ
れ
を
繰
り
返
す
と
、
通

常
は
２
～
３
箇
所
の
張
番
さ
ん
を
回
る

だ
け
で
、
「
ホ
ジ
」
を
落
と
し
ま
す
。

　

自
分
は
、
張
番
さ
ん
巡
り
を
何
年
も

し
て
い
ま
す
。
長
い
修
行
の
中
、
完
全

に
「
ホ
ジ
」
を
落
と
さ
な
い
よ
う
、
半

分
「
ホ
ジ
」
を
残
す
技
術
を
身
に
付
け

ま
し
た
。
そ
ん
な
状
況
で
、
町
内
の
皆

さ
ん
の
お
話
し
を
聞
く
と
、
今
年
の
張

番
さ
ん
で
の
話
題
ベ
ス
ト
３
は
、
「
お
祭

り
と
新
病
院
建
設
と
所
得
税
の
不
正
還

付
」
の
３
つ
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

お
祭
り
の
お
話
し
は
エ
ン
ド
レ
ス
に

続
き
ま
す
。
哀
し
い
か
な
、
に
わ
か
勉

強
程
度
の
知
識
で
は
理
解
で
き
ま
せ
ん
。

次
に
新
病
院
建
設
の
お
話
し
、
建
設
場

所
が
決
ま
っ
て
い
る
と
か
、
何
と
か
と

い
う
偉
い
先
生
が
来
る
こ
と
に
な
っ
て

い
る
と
か
、
初
め
て
耳
に
す
る
お
話
し

も
あ
っ
て
ビ
ッ
ク
リ
。

　

所
得
税
の
不
正
還
付
の
お
話
し
で
は
、

市
民
の
多
く
が
傷
つ
い
て
い
る
こ
と
を

感
じ
ま
し
た
（
こ
れ
は
職
員
も
同
様
で

す
）
。
当
時
の
職
場
の
雰
囲
気
、
〝
赤
信

号
み
ん
な
で
渡
れ
ば
怖
く
な
い
〟
が
、

原
因
の
根
っ
こ
で
は
な
い
か
と
ご
指
摘

す
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

例
え
動
機
が
郷
土
愛
、
職
場
愛
だ
っ

た
と
し
て
も
、
違
法
行
為
で
す
。
人
生

は
間
違
っ
た
こ
と
を
し
た
ら
こ
れ
を
認

め
、
正
す
べ
き
を
正
す
、
そ
し
て
再
ス

タ
ー
ト
す
る
覚
悟
が
大
切
で
す
。

　

張
番
さ
ん
で
笛
や
太
鼓
、
若
衆
の
歓

声
を
聞
き
な
が
ら
御
神
酒
を
い
た
だ
く

う
ち
、
「
仙
北
市
の
未
来
は
き
っ
と
明
る

い
」
と
思
え
て
き
ま
し
た
。
お
祭
り
の

力
で
し
ょ
う
か
。

「
お
祭
り
の
力
」

仙
北
市
長

　
　
門
脇
　
光
浩
　

交通手段の確保に一役

山田町にマイクロバスを寄贈

　８月 31 日、仙北市から岩手県山田町に、
マイクロバスが寄贈されました。
　桧木内小学校に新たなスクールバスが納
車され、今まで活用していたスクールバス
を、震災の影響で車両確保に苦労している、
岩手県山田町の皆さんに役立ててもらうた
め、この度の寄贈となりました。
　沼崎喜一町長より「この度の被害で、福
祉バスが廃車になり苦慮していた。大変あ
りがたい」と感謝の言葉が述べられました。

まちづくり
日記

No.31

　８月 23 日には桧木内小学
校で新型バスがお披露目さ
れ、今まで使用していたス
クールバスが山田町へ送ら
れる説明があり、6 年生の若
松政崇君が「被災地でも活
躍してほしいです。 これま
でありがとう」とお礼の気
持ちを伝えました。

贈呈式で沼崎喜一町長へ鍵を手渡した


